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54kDa

DPP7

DPP7; DPP2; QPP; Dipeptidyl peptidase 2; Dipeptidyl aminopeptidase II; Dipeptidyl
peptidase 7; Dipeptidyl peptidase II; DPP II; Quiescent cell proline dipeptidase
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、プロリン残基を切断するアミノペプチダーゼであり、静止期リンパ球で発現する。休止期リンパ球はアポトーシスの抑制によって維持されるが、この新規セリンプロテアーゼの阻害によってこの状態は破られる。この酵素はプロリルカルボキシペプチダーゼと高い配列相同性を有し、酸性pHおよび中性pHの両方で活性を示す。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：N末端ジペプチドXaa-Yaa-|-を遊離する。YaaがAlaまたはProの場合に優先的に遊離する。基質はオリゴペプチドであり、トリペプチドが優先的である。,機能：一部のオリゴペプチドの分解において重要な役割を果たす。,PTM：N-グリコシル化。,類似性：ペプチダーゼS28ファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。,
	研究分野
	-
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	DPP7ポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

